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乳幼児期に脳が育つ
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児童虐待ストレス 脳発達における２つの決定的な要素に影響



脳の成熟に必要なプロセス
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脳発達の参考記事



脳の部位
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大脳辺縁 



皮質 (細胞体) がだんだん薄くなります !

年齢を重なるに従って、だんだん青い部分が広くなります。つまり、脳が成熟していることを	 

表しています。前頭前野（自分の行動コントロールに関わる領域）が一番最後に成熟します。

5歳から20歳までの脳の成熟



小児ADHD の脳発達の経年的変化 
ADHD群 10.5歳 vs 定型発達群 7.5歳

（NIMH・2007）
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• 暴言虐待の脳への影響
  (NeuroImage  2011)

• 性的虐待の脳への影響
  (Biol Psychiatry  2009)

• DV目撃の脳への影響
  (PLoS One 2012)

• 厳格体罰の脳への影響
  (NeuroImage  2009)
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子育て困難 により傷つく脳

子ども虐待 = 子育て困難
  (Tomoda  2012)



• 幼児期に普遍的な愛着障害を呈する

• 学童期にADHD様の多動と破壊的行動障害が前面に表れる

•  思春期にPTSDと解離症状の明確化

•  青年期には解離性障害および素行障害へ展開

•  成人期に一部は複雑性PTSDに進展

発達性トラウマ障害
(Developmental trauma disorder, van der Kolk 2005)


